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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝
に
て
清す

が
す
が々

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
温
か

い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
は
、
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
と
長
野
県
北
部
地
震
か
ら

の
復
興
元
年
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
よ
り
発
生
し
た
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
未み

ぞ

う

曾
有
の
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
原
発
と
節
電
に
対
す
る
国
民
の
意
識
が
大
き
く
変
換

し
、
全
国
民
の
協
力
の
下
に
、
夏
場
の
電
力
不
足
を
乗
り
切
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
台
風
や
異
常
気
象
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
あ
り
、
特
に
九
州
や
近

畿
地
方
で
は
軒
並
み
、
時
間
あ
た
り
の
最
大
降
水
量
が
観
測
史
上
、
最
高
を
記
録
し

て
い
ま
す
。
幸
い
、
木
島
平
村
で
は
大
き
な
自
然
災
害
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
比
較

的
、
平
穏
な
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
の
課
題
と
し
て
、
政
府
が
交
渉
参
加
の
方
針
を
表
明
し
て
い
ま
す
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
）
は
、例
外
な
き
関
税
撤
廃
を
原
則
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

農
水
省
の
試
算
で
は
、
農
業
生
産
額
が
４
兆
１
千
億
円
減
少
し
、
食
料
自
給
率
は
40

％
か
ら
14
％
に
低
下
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
内
に
は
な
お
、
慎
重
論
が
強
い
中
で
、
情
報
の
早
期
な
公
開
と
、
政
府
の
慎
重

な
対
応
を
一
層
求
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
は
、
四
月
に
一
園
に
統
合
し
た
「
お
ひ
さ
ま
保
育
園
」
が
開
園
し
、

幼
年
教
育
の
充
実
と
、
こ
の
村
な
ら
で
は
の
、
小
中
一
貫
し
た
教
育
の
構
想
が
創
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

十
一
月
に
は
、
長
野
県
で
は
初
め
て
の
開
催
と
な
る
「
米
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク

ー
ル
国
際
大
会
」
が
本
村
で
開
催
さ
れ
、
開
催
地
に
ふ
さ
わ
し
い
、
最
高
の
成
績
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

近
年
の
、
美
味
し
い
米
づ
く
り
へ
の
関
心
の
高
さ
と
、
農
作
物
の
安
全
・
安
心
に

対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、
こ
れ
に
よ
る
村
づ
く
り
が
、
未
来
に
向
け
て
展
開
さ
れ
る

も
の
と
実
感
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

５
０
０
０
人
を
割
り
込
ん
だ
、
こ
の
村
の
人
口
の
回
復
を
期
し
て
、
過
疎
地
域
自

立
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

移
住
・
定
住
を
進
め
る
べ
く
、
子
育
て
世
代
を
応
援
す
る
、
村
営
住
宅
の
整
備
も

完
成
を
待
つ
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
計
画
を
着
実
に
実
行
し
な
が
ら
、
村
の
活
性
化
、

過
疎
か
ら
の
脱
却
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

迎
え
ま
し
た
本
年
は
、
空
き
校
舎
の
再
利
用
に
よ
る
、
介
護
福
祉
施
設
の
建
設
と
、

役
場
周
辺
の
再
整
備
の
本
格
着
手
な
ど
、
重
要
案
件
へ
の
対
応
が
多
い
年
に
な
り
ま

す
。

　

私
た
ち
議
員
も
、
新
年
を
迎
え
、
気
持
ち
を
新
た
に
議
員
一
丸
と
な
っ
て
、
議
会

改
革
と
活
性
化
、住
み
よ
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
、真
剣
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
の
一
層
の
ご
支
援
と
御
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
平
成
二
十
五
年
が
木
島
平
村
に
と
っ
て
も
、
村
民
の
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
も
、
実
り
多
き
良
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
を
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

木
島
平
村
議
会
議
長

尾

澤

正

功
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条　　例

　平成24年第４回木島平村議会定例会（12月議会／11月30日～12月13日）において、下記の
とおり可決及び同意しました。

○木島平村暴力団排除条例【制定】
　　村の安全で平穏な生活の確保を図るため、県と一体となって暴力団を排除するために制定するもの。

平成24年 第４回【12月】定例会

12月補正予算

〈可決〉

〈可決〉

○一般会計　　補正額合計　２，１９４万円増額
《主な増額分》
　・役場周辺整備測量業務委託料     （１５５万円）
　・情報通信会計繰出金　【今年度消費税納付額確定に伴う中間納付金】（１３６万円）
　・衆議院議員選挙費   （４４６万円）
　・福祉医療扶助費       （７０万円）
　・地域医療確保事業（歯科医師確保のための）測量業務委託料： （３６７万円）
　・遊休荒廃農地活用推進事業 畜舎建設工事・進入路新設工事（３７９万円）
　・農の拠点整備基本構想作成委託料・同施設先進技術試験委託料（２００万円）
　・農村交流研修センター（仮称）：旧南部小学校床工事費【検討委員会で意見のあった、土足での出
　　入りを可能とするため】(２５６万円)
　・給食センター食器、食缶洗浄機及び炊飯器更新費　（５４３万円）　　ほか。
《主な減額分》
　・農業委員選挙費　　　　　　 （２７０万円）
　・公債費　【元金、利子の調整】　（９６１万円）　ほか。

○特別会計（主な補正）
　・情報通信施設特別会計：　一般会計からの繰入金。【今年度消費税納付額確定関係。】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１３６万円　増）
　・国民健康保険特別会計：療養給付費及び高額医療費　　　　 　　 　　　 （１，０６４万円　増）
　・介護保険特別会計：サービス給付費全体の調整　　　　　　　　　　 　　 　（１９１万円　増）
　・下水道特別会計：下水道施設の修繕費及び光熱水費　　　　　　　　　　　　（２３７万円　増）
　　　　　　　　　　浄化センター工事関係費及び分譲団地造成に伴う下水管布設費の清算
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４，９５７万円　減）

○木島平村税条例【一部改正】
　　県の税条例の改正に伴い、県内に事業所、事務所を有する法人等に対して、税額控除の対象となる寄付
　金の拡大を図るもの。また、国民健康保険の被保険者が、後期高齢者医療制度に移行した場合、被扶養者
　であった者にかかる保険税の免除期間を改正するもの。

○木島平村若者住宅条例【一部改正】
　　入居期間を、１期２年とし、２期まで更新できるように改正するもの。

○木島平村賃貸集合住宅条例【一部改正】
　　若者移住・定住促進を目的とした賃貸集合住宅（旧やまぶき保育園を改築）について、設置及び管理に
　必要な事項を定めるため改正するもの。

○職員の育児休業等に関する条例【一部改正】

○職員の勤務時間及び休暇等に関する条例【一部改正】
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人　　事
○村固定資産評価審査委員会委員に、清水 洋一 さんを選任することに同意。

〈同意〉

請願・陳情
○陳情
・「国立病院と地域医療の充実」を求める陳情
・「安心できる介護保険制度の実現」を求める陳情

〈以下を採択し、国等へ意見書を提出〉

◆総務民政文教常任委員会
　　高齢化が進む中、国民健康保険等の財政の健全化に向けて、村民の健康管理は、より一層重要な施
　策であるので、多様な啓発活動を図られたい。

◆産業建設常任委員会
　　人口減少に歯止めをかける若者定住の施策にあたり、分譲する宅地の価格は、できるだけ低く設定
　されたい。

【審査意見】

議会全員協議会での協議事項
○議会選出委員について
　　第三セクター等の抜本的改革の推進に係る検討委員会に、次の議員を選出しました。

　　・村土地開発公社経営改革検討委員会  江田宏子 、　小林貴彦
　　・村農業振興公社経営改革検討委員会  尾澤正功 、　山﨑純男

○北信地域定住自立圏形成協定の締結

事　　件

※北信地域定住自立圏の範囲
　　　中野市、飯山市、山ノ内町、木島平村、野沢温泉村、栄村の２市１町３村。
　　　定住自立圏形成における中心市は、中野市と飯山市。

○工事委託に関する協定の一部を変更

〈可決〉

・協定の内容
　　基本方針として、圏域医療体制の構築、地域生活の充実、地域公共交通の維持・活性化、圏域内外の交
　流促進、市町村等の連携協定・人材の育成について、相互の役割を分担して、連携を図り、共同し、また
　は補完することを協定するもの。

・契約の目的　　　村の浄化センターの監視制御施設の更新に係る工事委託を締結した件。
・契約の相手方　　日本下水道事業団
・契約金額　　　　減額　４，１６１万円（変更後の総額　１億２，６３９万円）
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加
須
市
大
利
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
―
「
童
謡

の
ふ
る
里
お
お
と
ね
ア
ス
タ
ホ
―
ル
」
は
、「
た

な
ば
た
さ
ま
」、「
野
菊
」、「
か
く
れ
ん
ぼ
」
な

ど
の
童
謡
を
数
多
く
作
曲
し
た
、
音
楽
家
「
下

總
皖
一
」
先
生
の
生
誕
百
周
年
記
念
事
業
と
し

て
平
成
11
年
に
建
設
さ
れ
た
施
設
で
す
。

　
建
物
の
概
要
は
、
敷
地
面
積
５
５
３
９
㎡
。

建
物
面
積
１
５
０
１
㎡
で
、
田
園
地
帯
の
風

景
を
構
成
す
る
屋
敷
林
と
、
民
家
を
モ
チ
―

フ
と
し
た
木
造
瓦
葺
き
平
屋
づ
く
り
で
、
木

の
香
り
豊
か
な
和
風
建
物
で
す
。

　
建
物
の
内
部
は
、
木
を
主
体
と
し
た
明
る

く
温
か
み
の
あ
る
自
然
素
材
を
生
か
し
た
内

部
空
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
内
部
は
和
室
会
議
室
２
部
屋
、
椅
子
席
の

会
議
室
１
部
屋
が
あ
り
、
間
仕
切
り
を
取
れ

ば
１
０
０
名
位
の
会
議
で
も
対
応
で
き
ま
す
。

和
室
１
部
屋
に
は
、
炉
や
水
屋
が
設
置
さ
れ

て
い
て
、
茶
会
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
調
理
実
習
室
は
、
調
理
器
具
４
セ
ッ
ト
が

設
置
さ
れ
、
調
理
実
習
や
会
食
な
ど
の
調
理

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

情
報
コ
―
ナ
―
や
ギ
ャ
ラ
リ
―
が
あ
り
、

新
聞
、
雑
誌
等
を
自
由
に
閲
覧
が
で
き
た
り
、

写
真
や
絵
画
等
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
角
に
は
、
市
民
の
く
つ
ろ
ぎ
の
場

と
し
て
、
囲
炉
裏
コ
―
ナ
―
が
設
け
て
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
多
目
的
ホ
―
ル
も
あ
り
、
２
８
５

席
の
客
席
は
電
動
ス
ラ
イ
ド
収
納
方
式
で
、

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
は
、
ひ
な
段
型
の
客
席

に
な
り
ま
す
。
加
え
て
、
電
動
収
納
式
の

２
０
０
イ
ン
チ
ス
ク
リ
―
ン
や
、
本
格
的
な

音
響
設
備
、
照
明
設
備
、
そ
れ
ら
を
コ
ン
ト

ロ
―
ル
す
る
操
作
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
客
席
を
壁
面
収
納
す
れ
ば
、
軽
度

な
運
動
が
で
き
る
ス
ぺ
―
ス
に
も
な
り
ま
す
。

舞
台
の
背
面
は
、
カ
―
テ
ン
で
覆
わ
れ
て
い

て
、
開
け
る
と
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の
田
園
風

景
が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
築
費
は
外
構
工
事
と
合
わ
せ
て
、
約

３
億
７
千
万
円
。
年
間
の
維
持
費
は
、
平
成

23
年
度
が
、
１
千
３
百
万
円
程
で
、
ス
タ
ッ

フ
は
館
長
以
下
７
名
。

　
地
盤
の
悪
い
場
所
に
建
て
ら
れ
た
こ
の
施

設
は
、
特
に
耐
震
工
事
が
施
さ
れ
て
お
り
、

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
の
影
響
は
、
ほ

と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
報
告
を
受
け
ま
し

た
。

　
春
日
部
市
の
東
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠

点
施
設
「
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
―
ブ
」
は
、
埼
玉

県
東
部
地
域
の
産
業
振
興
と
地
域
住
民
の
活

動
、
交
流
を
図
る
複
合
拠
点
と
し
て
、
平
成

23
年
10
月
に
オ
―
プ
ン
し
た
施
設
で
す
。

　
大
規
模
で
す
が
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活

平
成
24
年
度

議
員
研
修
視
察
報
告

童謡のふる里おおとねアスタホール【全景】

萩
原 

由
一 

議
員

　
村
議
会
で
は
、
11
月
26
日
か
ら
28
日
ま
で
、
埼
玉
・
静
岡
方
面
へ
の
研
修
視
察
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
役
場
周
辺
整
備
に
も
関
係
す
る
、「
地
震
に
強
い
、
木
造
公
共
施
設
」
を

研
修
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
埼
玉
、
静
岡
の
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
加か

須ぞ

市

大
利
根
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　「
童
謡
の
ふ
る
里
お
お
と
ね

　
　
　
　
　
　
　
ア
ス
タ
ホ
ー
ル
」

埼
玉
県
春
日
部
市

東
部
地
域
振
興
ふ
る
さ
と
拠
店
施
設

　
　
　
　「
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
」

アスタホール【内部】

アスタホール【調理実習室】アスタホール【囲炉裏コーナー周辺】

アスタホール【多目的ホール】と電動収納席
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用
な
ど
、
参
考
と
な
る
点
も
あ
り
ま
し
た
。

　
建
物
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
都
市
の
森

の
創
造
」
で
あ
り
、「
１　
地
域
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
」、「
２　

ふ
れ
あ
う
緑

と
人
の
ふ
れ
あ
い
」、「
３　

環
境
を
守
る
省

CO
２
の
最
先
端
モ
デ
ル
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
規
模
建
物
と
し
て
は
、
全
国
的
に
も
初

め
て
の
鉄
骨
と
木
造
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
構
造

で
、
１
階
か
ら
４
階
ま
で
は
鉄
骨
、
５
階
と

６
階
は
木
造
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
建
物
の
概
要
は
、
敷
地
面
積
約
５
２
１
２

㎡
。
建
築
面
積
約
２
８
４
８
㎡
。
延
床
面
積

約
１
０
５
２
９
㎡
で
、
地
上
６
階
建
て
の
建

物
で
、
内
装
は
木
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
多
目
的
ホ
―
ル
、
創
業
支
援
ル
―
ム
、
商

工
団
体
事
務
室
、
パ
ス
ポ
―
ト
セ
ン
タ
―
春

日
部
支
所
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
―
、
保
健
セ

ン
タ
―
な
ど
、
県
関
係
施
設
と
市
関
係
施
設

が
、
階
層
別
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
木
造
建
物
は
、
防
火
上
、
建
築
面
積
に
制

限
が
あ
り
、
柱
や
梁
な
ど
は
耐
火
材
で
覆
い
、

床
・
壁
な
ど
は
耐
火
塗
料
を
使
用
し
、
基
準

を
ク
リ
ア
し
て
い
ま
す
。

省
CO
２
関
係
の
取
り
組
み
で
は
、
屋
上
に

１
０
０
kw
の
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
、
地
下
水
、

太
陽
熱
、
地
中
熱
を
利
用
し
た
空
調
で
、
地

下
水
は
、
修
景
水
路
や
ト
イ
レ
に
も
二
次
使

用
さ
れ
、
建
物
は
中
庭
形
式
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

自
然
採
光
、
自
然
通
風
に
も
配
慮
さ

れ
、
CO
２
排
出
量
が
、
標
準
的
建
物
と
比
べ
、

45
％
排
出
量
を
削
減
で
き
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
建
物
の
管
理
は
、
春
日
部
市
か
ら
指
定
を

受
け
た
指
定
管
理
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
日
目
の
移
動
は
、
一
部
開
通
し
た
第

２
東
名
高
速
道
路
を
通
行
し
ま
し
た
。

　
こ
の
第
２
東
名
高
速
道
路
は
、
東
海
・
東

南
海
地
震
を
想
定
し
、
現
東
名
高
速
道
路
よ

り
内
陸
側
に
建
設
さ
れ
、
こ
の
地
震
の
影
響

を
受
け
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
サ
―
ビ
ス
エ
リ
ア
は
、
緊
急
時
の
避
難
所
、

さ
ら
に
へ
リ
ポ
―
ト
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
、
ス
ぺ
―
ス
を
広
く
と
っ
て
あ
り
ま
す
。

　
３
か
所
目
の
視
察
地
で
あ
る
「
浜
松
市
天

竜
区
役
所
庁
舎
」
は
、
平
成
17
年
近
隣
の
５

町
村
が
浜
松
市
と
合
併
し
て
天
竜
区
が
誕
生

し
、
建
設
さ
れ
た
施
設
で
す
。

　
こ
の
庁
舎
は
、
敷
地
面
積
約
１
２
１
４
５

㎡
。
延
床
面
積
３
６
１
５
㎡
。
一
部
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
―
ト
の
木
造
で
、
平
成
23
年
に
完
成

し
た
庁
舎
の
ほ
か
、
消
防
署
も
併
設
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
当
初
計
画
で
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
―
ト
造
２

階
建
で
計
画
し
ま
し
た
が
、
天
竜
区
自
治
連

合
会
か
ら
、「
木
造
」
と
い
う
強
い
要
望
を

受
け
て
、
木
造
主
体
の
構
造
に
変
更
に
な
っ

た
と
い
う
経
過
を
知
り
ま
し
た
。

　
市
の
方
針
で
、
災
害
時
の
対
策
本
部
と
な

る
施
設
で
も
あ
り
、
基
礎
部
分
は
免
震
構
造

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
建
設
の
特
徴
と
し
て
、
地
元
の
天
竜

杉
95
％
と
檜
５
％
を
使
用
し
た
山
と
共
生
し

た
特
性
を
生
か
し
ま
し
た
。

　
木
造
主
体
の
建
物
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
あ
る
太
陽
光
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
・
ぺ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
、
環
境
負
荷
削
減
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
天
竜
杉
の
無
垢
材
を
利
用
し
て
組
柱

や
組
梁
（
集
成
材
で
無
く
ボ
ル
ト
で
固
定
）

で
、
大
規
模
建
築
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

木
造
の
柱
壁
は
極
力
見
え
る
よ
う
に
し
、

梁
、
小
屋
組
み
は
全
部
露
出
さ
せ
、
木
造
を

強
調
し
て
お
り
、
床
材
は
木
材
を
圧
縮
さ
せ

て
強
度
を
持
た
せ
た
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
材
が
張

ら
れ
、
内
壁
に
は
木
材
が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用

さ
れ
、
大
変
温
か
み
の
あ
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
建
物
は
、
一
般
的
な
区
役
所
機
能
の
ほ
か
、

災
害
対
策
室
や
保
健
福
祉
セ
ン
タ
―
が
併
設

さ
れ
た
複
合
施
設
で
す
。

　

免
震
機
能
は
、
地
下
２・
５
ｍ
程
の
建
物

基
礎
部
分
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
性
の
柱
全
部
に
、

直
径
約
０・
６
ｍ
、
高
さ
約
０・
５
ｍ
の
円

柱
状
の
天
然
ゴ
ム
系
積
層
ゴ
ム
ア
イ
ソ
レ
イ

ダ
ー
12
基
、
弾
性
滑
り
支
承
15
基
、
オ
イ
ル

ダ
ン
パ
ー
４
基
が
固
定
さ
れ
、
建
物
が
ゴ
ム

と
ベ
ア
リ
ン
グ
の
上
に
建
築
さ
れ
、
揺
れ
を

吸
収
し
、
最
大
60
㎝
程
の
横
揺
れ
を
和
ら
げ

静
岡
県
浜
松
市
天
竜
区

天
竜
区
役
所
庁
舎

ふれあいキューブ【全景】

ふれあいキューブ【自然エネル
ギーを活用した空調設備の一部】

天竜区役所【全景】

天竜区役所【事務室】
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る
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
構
造
は
、
横
揺
れ
に
は
大
き
な
効
果

が
あ
る
が
、
縦
揺
れ
に
は
、
ま
だ
経
験
が
な

い
の
で
判
ら
な
い
と
の
説
明
で
し
た
。

　
ま
た
、
空
調
設
備
で
は
、
暖
房
は
木
質
ぺ

レ
ッ
ト
焚
き
の
吸
収
式
冷
温
水
器
を
使
い
、

ア
ー
ス
チ
ュ
ー
ブ
と
し
て
地
下
60
ｍ
位
ま
で
、

直
径
３
０
０
㎜
の
パ
イ
プ
が
３
か
所
埋
設
さ

れ
、
一
年
中
、
温
度
の
安
定
し
た
空
気
を
、

地
下
の
免
震
ピ
ッ
ト
内
の
空
気
と
合
わ
せ
て
、

送
風
器
で
送
り
出
す
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
補
助
熱
源
と
し
て
、
屋
根
面
で
温
め

ら
れ
た
空
気
を
３
台
の
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
ユ

ニ
ッ
ト
で
地
下
ピ
ッ
ト
に
送
り
、
熱
源
と
し

て
も
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
関
係
で
は
、
受
水
槽
が
合
成
樹
脂
で

な
く
、
天
竜
杉
の
産
地
で
も
あ
る
の
で
、
杉

板
材
を
桶
状
に
加
工
し
て
使
用
し
て
い
た
こ

と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　

建
築
費
総
額
は
、
約
10
億
９
８
０
０
万

円
。
内
訳
は
、
起
債
（
合
併
特
例
債
）
が
約

10
億
４
３
０
０
万
円
で
、
残
り
が
一
般
財
源

で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
の
維
持
費
は
、

平
成
24
年
度
見
込
み
で
約
６
０
０
万
円
。
こ

の
他
、
点
検
に
要
す
る
設
備
費
が
数
年
ご
と

に
必
要
と
の
説
明
で
し
た
。

　
ま
た
、
担
当
者
か
ら
は
、
木
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
浜
松
市
役

所
本
庁
舎
に
勤
務
し
て
い
た
時
よ
り
、
職
員

の
心
身
に
余
裕
が
で
き
、
健
康
的
な
影
響
を

受
け
る
施
設
で
あ
る
と
の
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　
天
竜
区
春
野
協
働
セ
ン
タ
ー
は
、
長
野
県

飯
田
市
か
ら
約
６
㎞
に
位
置
す
る
、
山
合
い

の
杉
林
と
竹
林
の
中
に
あ
る
平
坦
地
に
あ
る

建
物
で
、
天
竜
区
役
所
の
出
張
所
の
機
能
を

持
っ
た
施
設
で
す
。

　
地
区
内
に
は
歯
科
が
な
く
、
村
営
の
歯
科

診
療
所
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
庁
舎
は
、
敷
地
面
積
約
６
１
４
２
㎡
。

延
床
面
積
は
本
館
棟
約
１
５
６
３
㎡
、
付
属

棟
約
１
４
０
㎡
。
木
造
、
一
部
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
―
ト
造
２
階
建
で
、
天
竜
区
役
所
同
様
、

免
震
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

建
設
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、「
１　

す
べ
て

の
人
に
や
さ
し
く
使
い
や
す
い
庁
舎
」、「
２

　
市
民
協
働
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
庁
舎
」、「
３　
春
野
の
森
林
資
源
を
十
分

活
用
し
た
庁
舎
」、「
４　
防
災
拠
点
と
し
て

防
災
時
に
対
応
で
き
る
庁
舎
」。

　
建
築
材
料
の
木
材
は
地
元
産
で
、
選
別
か

ら
切
り
出
ま
で
、
森
林
組
合
に
お
願
い
し
、

内
部
は
天
竜
区
役
所
同
様
、
木
の
香
り
豊
か

な
木
造
で
す
。

　
ま
た
、
構
造
等
に
つ
い
て
住
民
に
説
明
す

る
に
あ
た
り
、
木
造
以
外
の
意
見
は
全
く
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
空
調
関
係
は
、
天
竜
区
役
所
と
ほ
ぼ
同
様

で
あ
り
、
暖
房
は
地
元
産
材
を
加
工
し
た
ぺ

レ
ッ
ト
ス
ト
―
ブ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
建
築
費
は
、
総
合
計
で
約
６
億
１
２
３
５

万
円
。
そ
の
内
、
県
支
出
金
５
０
０
万
円
、
地

方
債
約
１
億
３
９
７
０
万
円
、
基
金
繰
入
金
約

４
億
６
７
６
５
万
円
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
外
壁
が
木
造
の
た
め
、
年
間
維
持

費
の
ほ
か
、
５
年
に
１
回
程
の
間
隔
で
、
塗

装
工
事
が
約
５
０
０
万
円
必
要
に
な
る
と
の

こ
と
で
す
。

　
前
日
に
視
察
し
た
天
竜
区
役
所
は
、
こ
の

春
野
協
働
セ
ン
タ
ー
の
良
い
面
を
参
考
に
建

築
し
た
の
で
、
施
設
内
外
の
施
設
費
が
少
額

で
管
理
も
し
や
す
い
と
伺
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
木
造
公
共
施
設
の
視
察
地
は
、
比

較
的
暖
か
い
地
方
の
施
設
で
し
た
が
、
木
質

の
持
っ
て
い
る
温
も
り
や
、
暖
か
み
を
感
じ

ま
し
た
。
加
え
て
、
暖
房
に
、
地
元
調
達
が

可
能
な
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
使
用
し
、
太
陽
光

を
利
用
し
た
空
調
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
の
施

設
整
備
に
参
考
と
な
る
も
の
で
し
た
。

　
ま
た
、
大
き
な
災
害
を
経
験
し
た
今
、
施

設
整
備
に
は
災
害
に
対
す
る
構
造
が
不
可
欠

で
あ
る
と
い
う
認
識
が
誰
に
も
根
付
い
て
い

る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
木
島
平
村
の
よ
う
な
積
雪
寒
冷

地
で
は
、
耐
雪
・
耐
震
型
で
し
か
も
地
元
産

材
を
使
っ
た
温
も
り
の
あ
る
木
造
公
共
施
設

の
整
備
に
は
、
建
築
基
準
法
や
消
防
法
な
ど

に
い
ろ
い
ろ
な
制
約
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
今
後
、
施
設
整
備
に
あ
た
り
、
参
考
に

な
れ
ば
と
思
い
、
研
修
の
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

静
岡
県
浜
松
市
春
野
町

春
野
協
働
セ
ン
タ
ー

天竜区役所【地下の免震設備・空調室】天竜区役所【待合室フロアー】

春野協働センター【地
下の免震設備・空調室】 春野協働センター【全景】

春野協働センター【事務室及びフロアー】

免震装置の一部


